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3. 1 ng/mlと正常ー触診， TRUSにて前立腺癌を疑い，同年8月21
日，経会陰的前立腺針生検施行し低分化腺療の診断を得た 骨シンチ
グラムにて左臼蓋を含む骨転移を認めたため病期 D2と診断.同年8



































































































大の腫癌あり 胸部 CTでは右上棄に径 22mmの結節，左下葉に径
7mmの結節を認めた.右腎腫蕩・大動脈リンパ節転移・肺転移の診
断にて，根治的腎摘除術施行.摘出された腫蕩は肉腫様.病理組織が
















































丸山良夫(松阪中央 68歳，男性. 2003年 l月無症候性血尿にて当
科受診.種々の画像診断にて左尿管目重傷cT2NOMOと診断した. 2003 
年2月19日;左腎尿管全摘術施行.尿管内に黄白色表面平滑な充実性腹
蕩を認めた 病理診断は Carcinosarcoma(adenocarcinoma + MFH) ， 














































































































独で PCRで増幅しその productを精製，濃度調節し probeとして
spotterを用いプレート上に固定した.Target DNAを universal
primerまたは特異的な primerによる multiplexPCRで婚幅し cy5で
標識された productsをdenature後プレート上で probeとhybridi-
zationしscanmngした.DNA microarrayを診断ツールとして用いる
ことでより網羅的な病原体の検出が可能となりうることを供覧した.
